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今月の表紙

　7 月 12 日、三本木相撲場を会場に「第

34回学童相撲大会」が開催され、子どもた

ちによる大相撲さながらの熱戦が繰り広げ

られました。

　学校教育と社会教育の連携事業として、

三本木小学校の児童を対象に、相撲場がで

きた昭和 57年から続く本事業は、子どもた

ちにとって、礼儀を重んじ、相手へ敬意を

払い、人の痛みを知ることのできる貴重な

機会となっています。大会前には、三本木

相撲協会の皆さんによる相撲教室が開催さ

れたほか、土俵を丸く囲む本
ほんだわら

俵も新たに編

み上げられるなど、地域の皆さんの支えの

もと、大切に伝統を引き継いできました。

　今年は、1年生から 6年生の児童 20人が

参加。一人一人に四
し こ な

股名が付けられ、裸に

白いまわしをキリリと締めた勇ましい姿に、

保護者の皆さんも目を細めていました。

　子どもたちは、土俵に上がると、それま

での笑顔から真剣な表情に一変。行司のハッ

ケヨイの掛け声と同時に勢いよく組み合い、

上手投げや押し出し、あびせ倒しなどの技

をかけ合いました。中には 4 分を超え、水

入り ( 休憩 ) をはさむ大一番もあり、負け

て悔し涙を流す姿や痛みをぐっとこらえる

姿など、応援に駆け付けた地域の皆さんも、

子どもたちの真剣な取り組みに、手に汗握っ

て大きな声援を送っていました。

⑦写真左から、【1・2 年生の部横綱】桑

折ノ城 (2 年 小髙雄大さん )、【3 年生の部

横綱】八騎八幡(3年 三浦優澄樹さん)、【4・

5 年生の部横綱】混内山 (5 年 西村威吹さ

ん )、【6 年生の部横綱】大天馬 (6 年 鈴

木天馬さん )

②③いつもはにこやかな子どもたち

も、一歩、土俵に上がれば力士顔負け

の真剣な取り組みを見せてくれました。

④ 2 人の女子が参加し、男子にひけを

とらない力強い相撲を行いました。⑤参

加した子どもたち一人一人にかっこい

い四股名がつきました。⑥声援を送る

地域の皆さんも土俵際の攻防に歓声を

あげていました。
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